
浅野和生　2 0 0 3 . 2『イスタンブールの大聖堂』中公新書　中央公論新社

浅野和生　 2 0 0 3 . 3「トルコ地中海岸、ゲミレル島の発掘調査（ 2 0 0 1

・ 2002 年度）」日本西アジア考古学会　81-85

足立拓朗　2 0 0 3 . 4「日本隊によるサーサーン朝ペルシア時代の調査」

『サーサーン朝ペルシアのコイン』23-25 中近東文化センター

足立拓朗　2 0 0 3 . 5「北西イランにおける耳形柄頭長剣の発達」『青山

考古』20: 85-98 青山考古学会

足立拓朗　2 0 0 3 . 7「パルティアの精製土器にみるヘレニズム時代の地

域性」『第 1 0 回ヘレニズム～イスラーム考古学研究』 8 - 1 5 ヘ

レニズム～イスラーム考古学研究会

Adachi, T. 2 0 0 3 . 4 The Development of the ‘Ear’ Pommel Sword in

Northwestern Iran. Bulletin of the Okayama Orient Museum 19: 25-37.

飯島章仁　2 0 0 3 . 1 1「初期ビザンティン時代のモザイクと葡萄」日本

西アジア考古学会第 5 回公開セミナー実行委員会　19-24

井上夕香　2003.5『イスラーム　魅惑の国・ヨルダン』梨の木舎

岩井俊平　2 0 0 3 . 3「ポスト・クシャン期バクトリアの土器編年」『西

アジア考古学』4: 41-54

岩井俊平　2 0 0 3 . 6「バクトリア地域の土器編年とその解釈－ポスト・

クシャン期を中心として－」日本西アジア考古学会第 8 回総

会・大会実行委員会　15-20

岩崎卓也　2003.3「江上波夫先生を偲ぶ」『西アジア考古学』4: 1-2

Iwasaki, T. and A. Tsuneki (eds.) 2003.4 Archaeology of the Rouj Basin:

A Regional Study of the Transition from Village to City in Northwest

Syria. Vol. I. Al-Shark 2, University of Tsukuba, Studies for West

Asian Archaeology. Department of Archaeology, Institute of History

and Anthropology, University of Tsukuba.

N H K「文明の道」プロジェクト・森谷公俊・後藤健・小堀巌・川又

正智・山内和也・辻村純代　2 0 0 3 . 4『N H K スペシャル 文明の道

1 ：アレクサンドロスの時代』日本放送出版協会

Kadobayashi, R., R. Furukawa, Y. Kawai, D. Kajo and N. J. Yoshimoto

2 0 0 3 Integrated Presentation System for 3D Models and Image

Database for Byzantine Ruins. Proceedings of the ISPRS Workshop

on Vision Techniques for Digital Architectural and Archaeological

Archives (ISPRS XXXIV-5/W12), 187-192.

遠藤孝治　 2 0 0 3 . 3「古代エジプトの石切り場調査　その 3」『史標』

51: 15-24 O. D. A.『史標』出版局

Endo, T. 2003 On the Daily Amount of Excavation for the Construction

of the Rock-cut Tomb during the New Kingdom Period of Ancient

Egypt. H. Santiago (ed.), Proceedings of the First International

Congress on Construction History, Madrid, 20th-24th January 2003,

Vol. II, 811-815. Madrid, Instituto Juan de Herrera.

遠藤孝治・西本真一　2 0 0 3 . 4「ラーヤ遺跡城塞内モスクの建築学的研

究」川床睦夫編『エジプト・シナイ半島ラーヤ・トゥール地域の

考古学的調査 2002 年度』43-51 中近東文化センター

Endo, T. and S. Nishimoto 2 0 0 3 . 9 The Ancient Egyptian Quarry at

Dibabiya. ‘ASMOSIA (Association for the Study of Marble and Other

Stones used in Antiquity) 7th International Conference, Thassos,

Greece, Book of Abstracts, 20. ASMOSIA. <http://www.ims.

demokritos.gr/archae/Abstracts. html>

Endo. T. and S. Nishimoto 2 0 0 3 Architectural Study of the Mosque in

the Fort of the Raya Site. M. Kawatoko (ed.), Archaeological Survey of

the Sinai Peninsula, Egypt, 41-48. The Middle Eastern Culture Center

in Japan.

遠藤孝治・西本真一・中川武・吉村作治・近藤二郎・長谷川奏

2 0 0 3 . 9「ダハシュール北部で発見された新王国時代の建造物につ

いて 1 1 －イパイの墓の平面計画方法の分析－」『日本建築学会

学術講演梗概集』F-2: 233-234 日本建築学会

大津忠彦　 2 0 0 3 . 3「2 0 0 2 年度イラン遺跡調査－「日本・イラン共同

調査団」によるセフィードルード川流域（ギーラーン州）にお

ける考古学調査－」日本西アジア考古学会　51-56

大津忠彦　2 0 0 3 . 3「イラン考古学の新境地寸描」『西アジア考古学』

4: 127-130

大津忠彦　2 0 0 3 . 3「ギーラーン（イラン）における遺跡調査（研究発

表要旨）」『オリエント』45(2): 210-211 日本オリエント学会

大津忠彦　2 0 0 3 . 4『北部イラン採集考古資料の再調査による基礎的デ

ータ集成』平成 1 4 年度高梨学術奨励基金調査・研究助成（研究

代表者：大津忠彦）による研究課題経緯成果報告

大津忠彦　2 0 0 3 . 5「探検家スタインの日本滞在－スタインが残した日

記から－（1）憧憬の日本、そして正倉院」『文化遺産の世界』9 :

20-21 国際航業

大津忠彦　2 0 0 3 . 5「カスピ海西南岸域の遺跡調査と課題－「日本・イ

ラン共同調査団」の成果より－」『日本考古学協会第 6 9 回総会

研究発表要旨』164-168 日本考古学協会

大津忠彦　2 0 0 3 . 8「探検家スタインの日本滞在－スタインが残した日

記から－（2）古都にたどるシルクロード文化」『文化遺産の世界』

10: 26 国際航業

大津忠彦　2 0 0 3 . 9「ギーラーン州（イラン）における 2 0 0 2 年度考古

学調査－日本・イラン共同調査の成果と展望－」『オリエント』

46(1): 179-190 日本オリエント学会

大津忠彦　2 0 0 3 . 1 0「「柿崎ノート」の有用性－アムラシュ資料（イラ

ン）探査記録について－」『日本オリエント学会第 4 5 回大会

講演・研究発表集』9 日本オリエント学会

大津忠彦　2 0 0 3 . 1 1「探検家スタインの日本滞在－スタインが残した

日記から－（3）スタインが得た知遇のひとこま」『文化遺産の世

界』11: 22 国際航業

Ohtsu, T. 2003.1 Archaeological Survey of Iran: Report on the General

Survey in Gilan and its Surrounding Areas. 平成 11 ～ 13 年度科学研

究費補助金（基盤研究（B）（2）、研究代表者：大津忠彦）研究成
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このコーナーは、会員の皆様が発表した学術論文ならびに出版物を紹介するコーナーであり、会員から寄せら

れた情報に基づいて構成しています。西アジア地域研究に関連する文献情報を速やかに交換することを目的とし

ており、そのためには会員の方々の自発的な情報提供が必要です。今後とも編集委員もしくは事務局まで情報を

お寄せ下さい。積極的な情報提供をお願いいたします。



果報告書

Ohtsu, T., J. Nokandeh and K. Yamauchi (eds.) 2 0 0 3 . 8 P r e l i m i n a r y

Report of the Iran Japan Joint Archaeological Expedition to Gilan,

First Season, 2001. Iranian Cultural Heritage Organization and Middle

Eastern Culture Center in Japan.

大村幸弘　2003.3「第 17 次カマン・カレホユック発掘調査（2002 年）」

日本西アジア考古学会　45-50

岡田保良　2 0 0 3 . 4「伊東忠太の世界旅行－エジプト・パレスティナ・

シリア－」鈴木博之編『伊東忠太を知っていますか』 1 7 1 - 1 8 4

王国社

岡田保良　2 0 0 3 . 7「テル・グッバ復原研究を整理する」『第 1 0 回ヘレ

ニズム～イスラーム考古学研究』 5 3 - 5 4 ヘレニズム～イスラー

ム考古学研究会

岡田保良　2 0 0 3 . 9「〈オピニオン〉アッシュール遺跡とイラクの世界

遺産」『文化遺産ニュース』9: 7 A C C U 文化遺産保護協力事務所

岡田保良 共編著　 2 0 0 3 . 9『チョガ・ザンビール遺跡』 C h r i s t i a n

Manhart ・ユネスコ

岡田保良　2 0 0 3 . 1 0「イラクの文化遺産問題」『A ・ J Report』13: 1-2

国士舘大学アジア日本研究センター

岡田保良　2 0 0 3 . 1 0「〈レポート〉イラク文化財保護国際会議」『J A P A N

ICOMOS Information』5(9): 7-9 日本イコモス国内委員会

岡田保良　2 0 0 3 . 1 0「アイン・シャーイア修道院遺跡およびイラク領

内の初期キリスト教教会形式について」『パラレル－建築史・西

東－』303-323 本の友社

Okada, Y. 2 0 0 3 . 1 1 Japanese Contribution to the Study of Ancient

Mudbrick Construction in West Asia. Pre-print of Papers, 9th

International Conference on the Study and Conservation of Earthen

Architecture-Terra 2003, 451-456. Iranian Cultural Heritage

Organization.

小口高・堀和明・小口千明・西秋良宏　 2 0 0 3「北東シリア、ハブー

ル川沿いの段丘と堆積物（第 1 報）」『地形』24(3): 335-336 日

本地形学連合

小口千明・小口高・堀和明・西秋良宏　 2 0 0 3「北東シリア、ハブー

ル川沿いで見られる塩類沈着に伴うノジュール形成について」

『地形』24(3): 330 日本地形学連合

Oguchi, H. 2 0 0 3 20th Century B.C. North Mesopotamia: An

Archaeological Dilemma. A l - Rā f ï dā n 24: 83-100. The Institute for

Cultural Studies of Ancient Iraq, Kokushikan University.

小a敬寛　2 0 0 3 . 3「北シリア新石器時代における土器装飾の変遷－ル

ージュ盆地とバリフ川流域を例に－」『西アジア考古学』4: 55-66

Odaka, T. 2 0 0 3 . 3 Samarra Pottery in the National Museum of Aleppo,

Syria. A l - Rā f ï dā n 24: 25-39. The institute for Cultural Studies of

Ancient Iraq, Kokushikan University.

Odaka, T. 2003.6 Fine Painted Wares in the Neolithic Northern Levant:

The Earliest Evidence from Tell Ain el-Kerkh, the Rouj Basin. Orient-

Express: Notes et Nouvelles d’Archéologie Orientale 2003(3): 80-81.

Paris, Institut d’Art et d’Archéologie.

Kadowaki, S. 2 0 0 3 . 3 Chalcolithic Bone Industry. Nishiaki and

Matsutani, 185-211.

河合　望　2 0 0 3 . 9「テーベ岩窟墓第 4 6 号墓（ラーメスの墓）に関す

る一考察」『オリエント』46(1): 19-39 日本オリエント学会

川床睦夫　2003.3「サウディ・アラビアの考古学的踏査（2002 年度）」

日本西アジア考古学会　17-19

川床睦夫　 2 0 0 3 . 3「ラーヤ・トゥール地域諸遺跡の考古学的調査

（2001 ・ 2002 年度）」日本西アジア考古学会　91-98

川床睦夫　 2 0 0 3 . 3「サウディ・アラビアの考古学的調査（ J I C A

Project）報告」『西アジア考古学』4: 109-123

川西宏幸・花坂哲　 2 0 0 3 . 3「エジプト・アコリス遺跡－ 2 0 0 2 年度調

査－」日本西アジア考古学会　64-69

久米正吾・小泉龍人　2 0 0 3 . 3「早稲田大学西アジア考古学勉強会の紹

介」『西アジア考古学』4: 137-140

小泉龍人　2 0 0 3 . 3「インダス文明の文字」菊池徹夫編『文字の考古学

Ⅰ』155-212 世界の考古学 21 同成社

小泉龍人　2 0 0 3 . 4「戦火で危機－イラクの古代遺跡－」『しんぶん赤

旗』4 月 9 日

小泉龍人　2 0 0 3 . 1 1「西アジア先史時代のワインについて－最古のヴ

ィンテージを求めて－」日本西アジア考古学会第 5 回公開セミ

ナー実行委員会　1-6

小泉龍人　2 0 0 3 . 3「西アジアにおける先史時代文化の重層性－ウバイ

ド期の墓制形成－」松原正毅・後藤明編『西アジア社会の重層

的構造』1 3 - 5 6 J C A S 連帯研究成果報告 5 国立民族学博物館地

域研究企画交流センター

小岩正樹・吉村作治・近藤二郎・長谷川奏・西本真一・中川武

2 0 0 3 . 7「エジプト・ダハシュール北部で発見されたパシェドゥの

神殿型貴族墓」『日本建築学会計画系論文集』 569: 223-230 日

本建築学会

近藤二郎・長谷川奏・馬場匡浩　 2 0 0 3 . 2「周囲の環境と調査前の遺

跡」、「ダハシュール北地区の墓域範囲」、「遺物」早稲田大学エ

ジプト学研究所　7-12、57-69、87-94

近藤康久　2 0 0 3 . 6「デパスと轆轤：前期青銅器時代のアナトリアにお

ける双手杯とロクロの関係について」日本西アジア考古学会第 8

回総会・大会実行委員会　5-10

西藤清秀・豊岡卓之　2 0 0 3 . 3 「パルミラ東南墓地の新たな地下墓の

調査－ 2002 －」日本西アジア考古学会　75-80

西藤清秀　2 0 0 3 . 3「パルミラでの発掘作業」『あかい奈良』 19: 16-18

グループ丹

西藤清秀　2 0 0 3 . 9「パルミラで新たに発見した彫像付き石棺を納めた

地下墓」『あかい奈良』21: 16-18 グループ丹

齋藤正憲　2 0 0 3 . 6「エジプト新王国時代における土器の焼成温度につ

いて」日本西アジア考古学会第 8 回総会・大会実行委員会　 2 1 -

26

齋藤正憲・佐々木幹雄・三好伸明　2 0 0 3 . 3「エジプト、ダクラ・オア

シスの土器つくり」『エジプト学研究』 11: 5-29 早稲田大学エ

ジプト学会

佐々木達夫・佐々木花江　2 0 0 3 . 3「オマーン湾岸のコールファッカン

砦」日本西アジア考古学会　86-90

佐々木達夫・佐々木花江　2 0 0 3 . 9「ミャンマー陶磁の発見」『貿易陶

磁研究』23:106-123 日本貿易陶磁研究会

佐々木花江・佐々木達夫　2 0 0 3 . 7「物を使用した場所の検討－コール

カルバ町跡の景観復元－」『第 1 0 回ヘレニズム～イスラーム考

古学研究』69-80 ヘレニズム～イスラーム考古学研究会

Sasaki, T. and H. Sasaki 2 0 0 3 . 7 Southeast Asian Ceramic Trade to the

Arabian Gulf in the Islamic Period. Archaeology of the United Arab

Emirates, 253-262. London, Trident Press.

四角隆二　2 0 0 3 . 3「鉄器時代ケルノス・リングの起源と展開」『西ア

ジア考古学』4: 77-85

杉本智俊　2 0 0 3 . 3「鉄器時代の北西ヨルダン－ 2 0 0 2 年度踏査報告－」

日本西アジア考古学会　12-16

杉本智俊　 2 0 0 3「ラモト・ギレアドとマハナイム－北西ヨルダンに

おける踏査－」『史学』72(2): 155-179 三田史学会

Sudo, H. 2003.3 The Chalcolithic Small Finds from Tell Kosak Shamali:

Various Aspects of the Village Activity. Nishiaki and Matsutani, 213-

259.

関 尚世　2 0 0 3 . 3「彩文土器に描かれた文様－エジプト先王朝期の

学会活動報告
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「表現」について－」『西アジア考古学』4: 67-75

千本真生　2 0 0 3 . 7「住居と集落の変遷から見るアナトリア南西部と北

西部－新石器時代から前期銅石器時代にかけて－」『考古学の扉』

1: 65-66 「考古学の扉」同人会

高宮いづみ　2 0 0 3 . 2『エジプト文明の誕生』世界の考古学 1 4 同成社

高宮いづみ　2 0 0 3 . 5「エジプト・ナカダ文化の「赤褐色彩文土器」に

ついて」『大塚初重先生喜寿記念論文集』 1 0 5 5 - 1 0 7 0 大塚初重

先生喜寿記念論文集刊行会

高宮いづみ　2 0 0 3 . 6「ステイタス・シンボルから見た王権の成立」角

田文衛・上田正昭 監修／初期王権研究委員会編『古代王権の誕

生Ⅲ－ユーラシア・西アジア・北アフリカ編－』 2 4 5 - 2 5 8 角川

書店

高宮いづみ　2 0 0 3 . 6「前 4 千年紀のナイル河下流域における文化認識

のパラダイム」屋形禎亮編『古代エジプトの歴史と社会』 3 - 1 9

同成社

Takamiya, I. H. 2003 Prestige Goods and Status Symbols in the Naqada

Period Cemeteries of Predynastic Egypt. Z. Hawass (ed.), Egyptology

at the Dawn of the Twenty-first Century: Proceedings of the Eighth

International Congress of Egyptologists, Cairo, 2000. Volume 1:

Archaeology, 486-494. Cairo & New York, The American University

in Cairo Press.

巽　善信　2003.3「西アジアの馬面」『西アジア考古学』4: 13-20

巽　善信　2 0 0 3 . 1 1「リュトンによる飲酒について」日本西アジア考

古学会第 5 回公開セミナー実行委員会　7-12

谷一　尚　2003「モザイクガラス円条文珠の本邦流入」『美術史論集』

3: 67-72 神戸大学美術史研究会

Taniichi, T. 2 0 0 3 Six-lobed Tang Dynasty (AD658) Glass Cups

Recently Excavated in China. Annales du 15e Congres de l’Association

Internationale pour l’Histoire du Verre, 107-110.

辻村純代・泉拓良・柴崎亮介　2 0 0 3 . 3「レバノン・テュロス近郊遺跡

の群集墓－フェニキア・ローマ時代の地下墓群－」日本西アジ

ア考古学会　70-74

常木　晃　2 0 0 3 . 3「シリア・ラタキア地域の遺跡踏査プロジェクト

（2001 ・ 2002 年）」日本西アジア考古学会　20-26

常木　晃　2 0 0 3 . 3「新石器時代の巨大集落－テル・エル・ケルク遺跡

2002 年度調査－」日本西アジア考古学会　31-36

常木　晃　2 0 0 3 . 3「江上波夫先生の西アジア調査と横浜ユーラシア文

化館」『横浜ユーラシア文化館』82-86

中井義明　2 0 0 3 . 3「アテナイ帝国と神話、宗教そして祭典」『人文学』

55-83 同志社大学人文学会

中井義明　2 0 0 3 . 1 0「初期鉄器時代のギリシア」角田文衞・上田正昭

監修／初期王権研究委員会編『古代王権の誕生Ⅳ－ヨーロッパ

編－』69-87 角川書店

中川武・西本真一・柏木裕之　2003.9「建築班報告」吉村他　29-43

中野智章　2 0 0 3 . 6「エジプト第 1 王朝のサッカラ墓地について」日本

西アジア考古学会第 8 回総会・大会実行委員会　27-30

西秋良宏　2 0 0 3 . 3「北メソポタミア農耕村落の起源－テル・セクル・

アル・アヘイマル遺跡の第三次調査（2 0 0 2 年）－」日本西アジア

考古学会　27-30

西秋良宏　2 0 0 3 . 4「論説空間：歴史への無知が被害生む－中東の文化

遺産保護－」『東京大学学生新聞』

西秋良宏　 2 0 0 3 . 6「2 1 世紀を読む：歴史遺産守る本当の力－イラク

の文化財－」『毎日新聞』

西秋良宏　 2 0 0 3『考古美術（西アジア）部門所蔵考古学資料目録：

第 6 部イラン、マルヴ・ダシュト平原の先史土器』東京大学総

合研究博物館

西秋良宏　2 0 0 3「前・中期旧石器時代の技術形態学」『前中期旧石器

問題の検証』503-518 日本考古学協会

西秋良宏　 2 0 0 3「イランのこぶウシ」『文部科学教育通信』 89: 43

ジアース教育新社

Nishiaki, Y. and T. Matsutani (eds.) 2 0 0 3 . 3 Tell Kosak Shamali: The

Archaeological Investigations on the Upper Euphrates, Syria. Volume

II: Chalcolithic Technology and Subsistence. UMUT Monograph 2.

Tokyo, The University of Tokyo / Oxford, Oxbow Books.

Nishiaki, Y. 2003 The Third Season at Tell Seker al-Aheimar, the Upper

Khabur, Syria (2002). Orient Express: Notes et Nouvelles

d’Archéologie Orientale 2003(2): 43-45. Paris, Institut d’Art et

d’Arché ologie.

西浦忠輝　 2 0 0 3 . 3「アブシール南丘陵頂部遺跡第 1 0 次発掘調査報

告－遺跡の環境計測調査－」吉村他　57-60

西浦忠輝　2 0 0 3 . 5「地域に根づく技術の開発と応用－ガンダーラ仏教

寺院遺跡の保存－」『文化財の保存と修復－世界に活かす日本の

技術－』83-92 クバプロ

西浦忠輝　2 0 0 3 . 9「石造および日乾煉瓦造建造物の保存修復調査」吉

村他　45-52

西本真一　2 0 0 3 . 2「遺構」早稲田大学エジプト学研究所編『ダハシュ

ール北（Ⅰ）－宇宙考古学からの出発－』70-86 アケト

西本真一　2 0 0 3 . 4「古代エジプトの聖数」『月刊考古学ジャーナル』

500: 16-18 ニューサイエンス社

西本真一　2 0 0 3 . 6「アブシールで発見された石造構築物について」日

本西アジア考古学会第 8 回総会・大会実行委員会　35-38

西本真一　2 0 0 3 . 1 1「再現－海に沈んだ謎の海底都市－」鈴木まどか

監修『クレオパトラ－謎の海底宮殿－』 1 1 5 - 1 3 4 講談社アルフ

ァ文庫　講談社

西本真一・遠藤孝治　2 0 0 3 . 3「古代エジプトの石切り場調査の概要報

告 2000-2001」『西アジア考古学』4: 99-108

西本真一・遠藤孝治・中川武・吉村作治・近藤二郎・長谷川奏

2 0 0 3 . 9「ダハシュール北部で発見された新王国時代の建造物につ

いて 1 2 －イパイの墓の基礎－」『日本建築学会学術講演梗概集』

F-2: 235-236 日本建築学会

日本西アジア考古学会 編　2003.3『平成 14 年度 今よみがえる古代オ

リエント－第 10 回西アジア発掘調査報告会報告集』

日本西アジア考古学会編　2 0 0 3 . 6『金属－素材と形－』日本西アジア

考古学会定例研究会発表資料集第 4 集

日本西アジア考古学会 編　2 0 0 3 . 9『日本西アジア考古学会通信』第

15 号

日本西アジア考古学会第 5 回公開セミナー実行委員会 編　2 0 0 3 . 1 1

『葡萄の考古学－日本西アジア考古学会第 5 回公開セミナー要旨

集－』

日本西アジア考古学会第 8 回総会・大会実行委員会 編　2 0 0 3 . 6『日

本西アジア考古学会第 8 回総会・大会報告要旨集』

日本西アジア考古学会編集委員会編　 2 0 0 3 . 3『西アジア考古学』第 4

号

Numoto, H. 2003 Ninevite 5 Pottery from Tells Fisna and Thuwaij and

its Relative Chronology in Mosul Region. The Origin of North

Mesopotamian Civilization: Ninevite 5 Chronology, Economy, Society,

83-152. Subartu IX. Turnhout, Brepols.

花坂　哲　2 0 0 3 . 3「古代エジプトの石工技術－石灰岩採石方法の一試

案－」『筑波大学先史学・考古学研究』14: 1-22 筑波大学

馬場匡浩　2003.2「エジプト先王朝時代・ナカダ文化の編年の再検討」

『早稲田大学大学院文学研究科紀要』47(4): 65-79 早稲田大学大

学院文学研究科

林　俊雄　2 0 0 3 . 6「中央ユーラシア遊牧民の古墳から見た王権の成立

と発展」書店角田文衛・上田正昭 監修／初期王権研究委員会編
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『古代王権の誕生Ⅲ－ユーラシア・西アジア・北アフリカ編－』

46-69 角川書店

平田昌弘　2003.3「ユーラシア大陸乾燥地帯における乳文化圏二元論」

『西アジア考古学』4: 21-30

Finlayson, B., I. Kuijt, T. Arpin, M. Chesson, S. Dennins, N. Goodale,

S.Kadowaki, L. Maher, S. Smith, M. Schurr, and J. McKay 2 0 0 3

Dhra’ Excavation Project, 2002 Interim Report. L e v a n t 35. London,

Council for British Research in the Levant

藤井純夫　2 0 0 3 . 3「先史遊牧民のネクロポリス－ヨルダン、カア・ア

ブ・トレイハ西遺跡の第 6 次調査－」日本西アジア考古学会

37-44

藤井純夫　2003.6「K-ライン－ヨルダン南部初期遊牧民の特殊遺構－」

日本西アジア考古学会第 8 回総会・大会実行委員会　11-13

藤井純夫　2003「「擬集落」仮説－西アジア初期遊牧民の葬制研究－」

『第 33 回三菱財団事業報告書』449-451 三菱財団

藤井純夫　2 0 0 3「新石器時代の「町」イェリコの環濠」『高梨学術奨

励基金年報－平成 14 年度－』92-98 高梨財団

Fujii, S. 2 0 0 2 Qa’ Abu Tulayha West, 2001: An Interim Report of the

Fifth Season. Annual of the Department of Antiquities of Jordan 46: 15-

39. Amman, Department of Antiquities, Hshemite Kingdom of Jordan.

Fujii, S. 2002 A Brief Note on the 2001-2002 Winter Season Survey of

the al-Jafr Basin in Southern Jordan. Annual of the Department of

Antiquities of Jordan 46: 41-49. Amman, Department of Antiquities,

Hshemite Kingdom of Jordan.

Furukawa, R., Y. Kiuchi and R. Kadobayashi 2003 Removal of Shadows

and Shadings from Texture Images for Archiving Historical Ruins.

Proceedings of the ISPRS Workshop on Vision Techniques for Digital

Architectural and Archaeological Archives (ISPRS XXXIV-5/W12),

157-162.

Henry, D. O., J. White, J. Beaver, S. Kadowaki, A. Nowell, C. Cordova, R.

Dean, H. Ekstrom, J. McCorriston and L. Scott-Cummings 2 0 0 3

Early Neolithic Site of Ayn Abu Nukhayla, Southern Jordan. Bulletin

of the American Schools of Oriental Research 330: 1-30. American

Schools of Oriental Resecrch

堀　賀貴　2 0 0 3 . 6「エジプト・アコリス付近における採石場分布と採

石技法に関する調査報告」日本西アジア考古学会第 8 回総会・

大会実行委員会　31-34

Hongo, H. 2 0 0 3 Continuity or Changes: Faunal Remains from Stratum

IId at Kaman-Kalehöyük. B. Fischer, G. Hermann, E. Jean, and K.

Köroglu (eds.), Identifying Changes: The Transition from Bronze to

Iron Ages in Anatolia and its Neighbouring Regions, 257-270. Istanbul,

Türk Eskiçağ Bilimleri Enstitüsü.

前田　修　2 0 0 3 . 3「「西アジア先土器新石器時代石器研究者連絡会」

第 4 回大会」『西アジア考古学』4: 125-126

前田耕作　2 0 0 3 . 3「バーミヤン石窟再訪の旅から」日本西アジア考古

学会　8-10

前田　徹　2 0 0 3 . 3「シュメール語文字資料から見た動物」『西アジア

考古学』4: 31-39

マザール , A.（杉本智俊・牧野久実訳） 2 0 0 3『聖書の世界の考古学』

リトン

松本　健　2 0 0 3 . 6「イラク戦争後の文化遺産の現状」日本西アジア考

古学会第 8 回総会・大会実行委員会　1

三宅　裕　2 0 0 3 . 3「家畜化をどう捉えるべきか－動物考古学の研究動

向から－」『西アジア考古学』4: 3-12

三宅　裕　2 0 0 3 . 6『墓制からみた西アジア先史時代社会構造の研究』

平成 1 2 年度- 1 4 年度科学研究費補助金基盤研究（ C）（2）研究成

果報告書　東京家政学院大学人文学部

Miyake, Y. 2003.3 Pottery. Iwasaki and Tsuneki (eds.), 119-141.

宮下佐江子　2 0 0 3 . 1 1「パルミラの葡萄唐草文」日本西アジア考古学

会第 5 回公開セミナー実行委員会　13-18

宮崎修二　2 0 0 3「テル・ゼロールと海の民－その関連づけの正否に

ついて－」『オリエント』46(1): 57-82 日本オリエント学会

宮崎修二　2 0 0 3「古代イスラエル史研究の方法論」『日本の聖書学』

8: 1-43 ATD ・ NTD 聖書註解刊行会

山内和也　2 0 0 3 . 3「アフガニスタン文化遺産復興支援に対する我が国

の取り組みについて」『西アジア考古学』4: 131-136

山内和也　2 0 0 3 . 6「アフガニスタンの現場から」日本西アジア考古学

会第 8 回総会・大会実行委員会　3-4

山田重郎　2 0 0 3 . 6「アッシリア王室碑文における数字操作とプロパガ

ンダ」『史境』46: 28-44 歴史人類学会

山田重郎　2 0 0 3 . 6「筑波時評：イラク博物館文化財略奪」『筑波大学

新聞』230(2003/6/6): 5 筑波大学

Yamada, S. 2003.4 Notes on the Genealogical Data of the Assyrian King

List. H. Tadmor (ed.), Eretz-Israel: Archaeological, Historical and

Geographical Studies 27, 265-275. Jerusalem, Israel Exploration

Society.

Yamada, S. 2 0 0 3 Tukulti-Ninurta I’s Rule over Babylonia and its

Aftermath: A Historical Reconstruction. O R I E N T 38: 152-176. The

Society for Near Eastern Studies in Japan.

雪嶋宏一　 2 0 0 3 . 3「キンメリオイおよびスキタイの西アジア侵攻」

『西アジア考古学』4: 87-97

吉村作治　2003.2『吉村作治論集』Ⅰ、Ⅱ　アケト

吉村作治　2 0 0 3 . 2「ツタンカーメン黄金の遺物」『N e w t o n』2003(2): 8-

2 3 ニュートンプレス

吉村作治　2 0 0 3 . 3「エジプト学研究所報告」『ネブティ（早稲田大学

エジプト学研究所ニュース）』35: 1 早稲田大学エジプト学研究

所

吉村作治　2 0 0 3 . 3「早稲田大学のエジプト調査」日本西アジア考古学

会　58-63

吉村作治　2 0 0 3 . 4『ピラミッド文明・ナイルの旅』 N H K 出版ライブ

ラリー

吉村作治　2003.4『夢、一直線』講談社

吉村作治　2 0 0 3 . 5『N e w t o n 別冊改訂版　新・世界の七不思議』8 - 1 5、

60-83、98-121 ニュートンプレス

吉村作治　 2 0 0 3 . 6「古代エジプト、未完成の王墓」『N e w t o n』

2003(6): 94-103 ニュートンプレス

吉村作治　2 0 0 3 . 7「エジプト学研究所報告」『ネブティ（早稲田大学

エジプト学研究所ニュース）』36: 1 早稲田大学エジプト学研究

所

吉村作治　2003.8『古代エジプト－埋もれた記憶－』青春出版社

吉村作治　2003.9『父の遺した言葉』ポプラ社

吉村作治　2 0 0 3 . 1 2「若きエジプト学者たちへ－エジプト学研究所所

長退任にあたって－」『ネブティ（早稲田大学エジプト学研究所

ニュース）』37: 1 早稲田大学エジプト学研究所

吉村作治 他　2 0 0 3 . 3『アブ・シール南丘陵頂部遺跡第 1 0 次発掘調査

報告』エジプト学研究別冊第 6 号　早稲田大学エジプト学会

吉村作治 他　2 0 0 3 . 9『アブ・シール南丘陵頂部遺跡第 1 1 次発掘調査

報告』エジプト学研究別冊第 7 号　早稲田大学エジプト学会

吉村作治・河合望・西坂朗子・近藤二郎・長谷川奏・中川武・柏木

裕之　2 0 0 3 . 3「早稲田大学第 1 0 次アブ・シール南丘陵地頂部遺

跡発掘調査概報」『ヒューマンサイエンス』15(2): 78-92 早稲田

大学人間科学部

吉村作治・近藤二郎・長谷川奏・河合望・西坂朗子　2 0 0 3 . 3「考古班

報告」吉村他　11-43
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吉村作治・近藤二郎・菊池敬夫・河合望・西坂朗子　2 0 0 3 . 9「考古班

報告」吉村他

吉村作治・近藤二郎・長谷川奏・中川武・西本真一　2 0 0 3 . 3「エジプ

ト　ダハシュール北地区発掘調査報告－ 2 0 0 2 年　第 8 次調

査－」『人間科学研究』16(1): 165-177 早稲田大学人間科学部

吉村作治・長谷川奏　2 0 0 3 . 3「エジプトにおける文化財の保存問題－

大カイロ圏の事例－」『日本中東学会年報』18(1): 215-226 日本

中東学会

Yoshimura, S., and N. Kawai 2 0 0 3 . 1 1 Finds of the Old and Middle

Kingdoms at North Saqqara. Egyptian Archaeology: Bulletin of the

Egypt Exploration Society 23: 38-40. London, The Egypt Exploration

Society.

早稲田大学エジプト学会 編　2003.3『エジプト学研究』第 11 号

早稲田大学エジプト学研究所 編　2 0 0 3 . 2『ダハシュール北（Ⅰ）－宇

宙考古学からの出発－』アケト

早稲田大学エジプト学研究所 編　2 0 0 3 . 3『理工総研報告特集号　古

代エジプト文化遺産の保存修復技術に関する研究　研究成果報

告（ダハシュール遺跡の事例： 1 9 9 9 ～ 2 0 0 1）A Study on the

Preservation and Conservation of the Cultural Heritages of Ancient

Egypt: At the Site of Dahshur North, 1999-2001』ASTE Special Issue,

Vol.B4(3)(2003) 早稲田大学、理工学総合研究センター

早稲田大学エジプト学研究所 編　2 0 0 3 . 9『ルクソール西岸岩窟墓

（Ⅱ）－第 318 号墓と隣接する墓－』アケト

渡辺浩明　2 0 0 3 . 5「聖書考古学におけるペリシテ人の民族性」『新世

紀の考古学』1047 ～ 1054 纂修堂
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